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脳機能の変化．第 25 回日本摂食障害学会学術集会，埼玉（オンライン），2022.10.15-16. 
14) 安藤哲也，関口 敦，山内常生，河合啓介，竹林淳和，立森久照，菅原彩子，船場美佐子，河

西ひとみ，小原千郷：摂食障害治療および支援の全国実態調査．第 25 回日本摂食障害学会

学術集会，埼玉（オンライン），2022.10.15-16. 
15) 鈴木眞理，西園マーハ文，小原千郷，関口 敦，森野百合子，菅原彩子，宮島絵理：摂食障害

を抱える家族のピアサポート研修プログラムの開発．第 25 回日本摂食障害学会学術集会，

埼玉（オンライン），2022.10.15-16. 
16) 船場美佐子，小原千郷，成田 恵，中野稚子，小川眞太朗，安藤哲也，井野敬子，関口 敦：

うつと心理社会的な課題を抱えた過食症の２症例に対する摂食障害の認知行動療法改良版

のこころみ．第 22 回日本認知療法・認知行動療法学会，東京，2022.11.11. 
 
(3)研究報告会 

1) 金 吉晴：災害・児童虐待等のトラウマ体験を有する人の心のケア支援の充実・改善に関す

る研究．領域 3 新たな政策領域の開拓，革新的自殺研究推進プログラム 自殺対策推進レア

ール（令和 3 年度委託研究成果報告会），オンライン，2022.5.16. 
2) 関口 敦：摂食障害に対する認知行動療法の有効性の神経科学的エビデンスの創出．2022 年

度 戦略的国際脳科学研究推進プログラム 〔国際脳〕 春の分科会，東京（オンライン），

2022.5.30-31. 
3) 関口 敦：摂食障害に対する認知行動療法の有効性の神経科学的エビデンスの創出．2022 年

度 戦略的国際脳科学研究推進プログラム 〔国際脳〕 進捗報告会，オンライン，2022.11.21. 
4) 井野敬子：PTSD に対するオンライン遠隔認知行動療法の効果検証とオンライン遠隔認知行

動療法における診療連携モデルの確立．2022 年度 日本医療研究開発機構 障害者対策総合

研究開発事業（精神障害分野）分科会，東京（オンライン），2022.07.25. 
 
 (4)その他 

1) 関口 敦：令和 4 年度第 1 回全国摂食障害対策連絡協議会．令和 4 年度精神保健対策費補助

金「摂食障害治療支援センター設置運営事業」，オンライン，2022.7.29. 
2) 関口 敦：令和 4 年度第 2 回全国摂食障害対策連絡協議会．令和 4 年度精神保健対策費補助

金「摂食障害治療支援センター設置運営事業」，オンライン，2023.2.6. 
3) 井野敬子：令和 4 年度第 1 回全国摂食障害対策連絡協議会．令和 4 年度精神保健対策費補助

金「摂食障害治療支援センター設置運営事業」，オンライン，2022.7.29. 
4) 井野敬子：令和 4 年度第 2 回全国摂食障害対策連絡協議会．令和 4 年度精神保健対策費補助

金「摂食障害治療支援センター設置運営事業」，オンライン，2023.2.6. 
 
Ｃ. 講演 

1) 金 吉晴：コロナ下のこころのケア．中国在留邦人向けメンタルヘルスケアセミナー 在中

国日本大使館，オンライン，2022.6.9. 
2) 金 吉晴：PTSD の病態と治療．東京大学医学部附属病院精神神経科，東京，2022.6.20. 
3) 金 吉晴：複雑性 PTSD の診断と治療．京都精神科治療懇話会，オンライン，2022.7.30. 
4) 金 吉晴：PTSD と不安の認知行動療法．宮城 CBT 活用研究会，宮城（オンライン），2022.9.5. 
5) 金 吉晴：トラウマと神経発達症．ND Symposium, 東京，2022.10.28. 



 

6) 金 吉晴：PTSD とうつ．Psychiatry Web Seminar, 京都，2022.11.19. 
7) 金 吉晴：不安やストレスに負けない気持ちの持ち方，不安やストレスとの付き合い方．心

の体の健康講演会，関東総合通信局，オンライン，2023.1.13. 
8) 金 吉晴：PTSD の理論と臨床―複雑性 PTSD との比較検討―．帝京大学医学部精神神経科

学講座，東京，2023.3.7. 
9) 関口 敦：摂食障害治療・支援体制拡充への取り組み．世界摂食障害アクションデイ 2022 摂

食障害の早期発見・早期支援に向けて，オンライン，2022.6.5. 
 
Ｄ．学会活動 
(1) 学会主催 

1) 関口 敦：第 9 回心身医学のニューロサイエンス研究会（2022），オンライン，2022.12.18. 
 
(2) 学会役員 

1) 金 吉晴：日本トラウマティック・ストレス学会 理事 
2) 金 吉晴：自殺予防学会 理事 
3) 金 吉晴：日本不安症学会 プログラム委員 
4) 堀 弘明：日本生物学的精神医学会 評議員 
5) 関口 敦：日本心身医学会 代議員，幹事 
6) 関口 敦：日本摂食障害学会 評議員，学術交流委員会 
7) 井野敬子：トラウマティック・ストレス学会 広報委員 
8) 井野敬子：日本精神神経学会 災害対策委員 

 
(3) 座長 
1) 金 吉晴，喜田 聡：シンポジウム 6「恐怖記憶の分子・生理学的基盤の解明と PTSD の治療開

発」．第 118 回日本精神神経学会学術総会，福岡，2022.6.16. 
2) 金 吉晴：シンポジウム 3「PTSD に対する薬物療法：今後の展望を考える」．第 21 回日本トラ

ウマティック・ストレス学会，東京（オンライン），2022.7.24. 
3) 関口 敦，遠藤由香：ポスター2：摂食障害１．第 63 回日本心身医学会総会ならびに学術講演

会，香川，2022.6.25-26. 
4) 関口 敦，髙倉修：一般演題 7．疫学調査・COVID-19．第 25 回日本摂食障害学会学術集会，

埼玉（オンライン），2022.10.15-16. 
5) 関口 敦，小坂浩隆：シンポジウム４．摂食障害拠点病院：10 代の相談、成人期移行．第 25 回

日本摂食障害学会学術集会，埼玉（オンライン），2022.10.15-16. 
6) 井野敬子：ケーススタディ 2：複数のトラウマを経験した PTSD 患者に対する 認知処理療法

の実践報告．第 22 回日本認知療法・認知行動療法学会，東京，2022.11.11-12. 
 
(4) 学会誌編集委員等 

1) Kim Y: Cognitive Neuropsychiatry, editorial board member 
2) Hori H: Frontiers in Psychiatry, review editor for Molecular Psychiatry section 
3) Narita Z: Asian Journal of Psychiatry, early career editorial board member 

 
E. 研修 
(1) 研修企画 

1) 金 吉晴：令和 4 年度精神保健に関する技術研修．第 1 回 強迫症対策医療研修 基本コース．

オンライン，2022.7.15. 
2) 金 吉晴：令和 4 年度精神保健に関する技術研修．第 3 回 PTSD 持続エクスポージャー療法



研修．オンライン，2022.9.1-2, 9.29-30. 
3) 金 吉晴：PTSD の持続エクスポージャー療法．2022 年度 PTSD の持続エクスポージャー

療法研修．オンライン，2023.2.2. 
4) 金 吉晴，丹羽まどか：STAIR Narrative Therapy ワークショップ．オンライン，2023.2.10, 

2.17, 3.3, 3.10, 3.17. 
5) 金 吉晴：第 1 回 強迫症対策医療研修 認知行動療法コース．オンライン，2023.3.28. 
6) 関口 敦，井野敬子：第 2 回摂食障害支援拠点病院設置準備研修会．令和 4 年度摂食障害治

療支援センター設置運営事業．茨城（オンライン），2022.8.22. 
7) 関口 敦，井野敬子，小原千郷，船場美佐子：摂食障害治療研修～初心者が知っておくべき外

来治療～第 4回．令和 4年度摂食障害治療支援センター設置運営事業．オンライン，2022.8.28. 
8) 関口 敦，井野敬子：第 3 回摂食障害支援拠点病院設置準備研修会．摂食障がいへの治療支

援に関する研修会．令和 4 年度摂食障害治療支援センター設置運営事業．福井（オンライン），

2022.8.29.  
9) 髙倉 修，北島智子，井野敬子，小原千郷，関口 敦：摂食障害治療支援コーディネーター研

修会．令和 4 年度摂食障害治療支援センター設置運営事業．オンライン，2022.9.26. 
10) 関口 敦，井野敬子，小原千郷，船場美佐子，中野稚子：第 19 回摂食障害治療研修．オンラ

イン，2022.10.5-7. 
11) 関口 敦，井野敬子，小原千郷，船場美佐子：摂食障害治療研修～初心者が知っておくべき外

来治療～第 5回．令和 4年度摂食障害治療支援センター設置運営事業．オンライン，2022.12.4. 
12) 関口 敦，井野敬子：摂食障害入院治療研修「入院治療の留意点とコツ」第 1 回．令和 4 年

度摂食障害治療支援センター設置運営事業．金沢（オンライン），2023.1.17. 
 
(2) 研修会講師 

1) 金 吉晴：PTSD の診断と評価．令和 4 年度精神保健に関する技術研修．第 3 回 PTSD 持続

エクスポージャー療法研修．オンライン，2022.9.1. 
2) 金 吉晴：PE の治療研究．令和 4 年度精神保健に関する技術研修．第 3 回 PTSD 持続エク

スポージャー療法研修．オンライン，2022.9.1. 
3) 金 吉晴：PE の治療原理 全体像．令和 4 年度精神保健に関する技術研修．第 3 回 PTSD 持

続エクスポージャー療法研修．オンライン，2022.9.1. 
4) 金 吉晴：治療導入と治療同盟．令和 4 年度精神保健に関する技術研修．第 3 回 PTSD 持続

エクスポージャー療法研修．オンライン，2022.9.2. 
5) 金 吉晴：心理教育、呼吸法．令和 4 年度精神保健に関する技術研修．第 3 回 PTSD 持続エ

クスポージャー療法研修．オンライン，2022.9.2. 
6) 金 吉晴：想像エクスポージャー．令和 4 年度精神保健に関する技術研修．第 3 回 PTSD 持

続エクスポージャー療法研修．オンライン，2022.9.29. 
7) 金 吉晴：回避の取り扱い．令和 4 年度精神保健に関する技術研修．第 3 回 PTSD 持続エク

スポージャー療法研修．オンライン，2022.9.29. 
8) 金 吉晴：治療上の困難．令和 4 年度精神保健に関する技術研修．第 3 回 PTSD 持続エクス

ポージャー療法研修．オンライン，2022.9.29. 
9) 金 吉晴：PE を実施するために．令和 4 年度精神保健に関する技術研修．第 3 回 PTSD 持

続エクスポージャー療法研修．オンライン，2022.9.30. 
10) 金 吉晴：PTSD の持続エクスポージャー療法．2022 年度 PTSD の持続エクスポージャー

療法研修．オンライン，2023.2.2. 
11) 堀 弘明：PTSD の神経科学と薬物療法．令和 4 年度 PTSD 対策専門研修 B.専門コース 1，

オンライン，2022.12.15-16. 
12) 堀 弘明：PTSD の神経科学と薬物療法．令和 4 年度 PTSD 対策専門研修 B.専門コース 2，



 

オンライン，2023.1.19-20. 
13) 関口 敦：摂食障害全国支援センターについて．摂食障害研修会，茨城（オンライン），

2022.8.22. 
14) 関口 敦：摂食障害治療支援センター設置運営事業について．令和 4 年度摂食障がいへの治

療支援に関する研修会，福井（オンライン），2022.8.29. 
15) 井野敬子，金 吉晴：現実エクスポージャー．ホットスポット．症例検討．第 3 回 PTSD 持

続エクスポージャー療法研，オンライン，2022.9.1-2,9.29-30 
16) 丹羽まどか，金 吉晴：複雑性 PTSD．令和 4 年度 PTSD 対策専門研修 B.専門コース 1，オ

ンライン，2022.12.15-16. 
17) 丹羽まどか，金 吉晴：複雑性 PTSD．令和 4 年度 PTSD 対策専門研修 B.専門コース 2，オ

ンライン，2023.1.19-20. 
18) 丹羽まどか：対人援助職のためのセルフケア．令和４年度相談業務研修・相談業務上級研修，

オンライン，2022.10.13-14. 
19) 丹羽まどか：対人支援に役立つ感情調整．令和４年度子供・若者育成支援のための地域連携

推進事業（青年リーダー研修会），東京，2023.1.31-2.1. 
20) 丹羽まどか：複雑性 PTSD と STAIR Narrative Therapy．令和 4 年度フェミニストカウン

セラー協会研修会，オンライン，2023.2.23. 
 
Ｆ．その他 

1) 金 吉晴，丹羽まどか：複雑性 PTSD、欧米人に有効な心理療法で日本人患者も症状が改善

―NCNP が報告．医療 NEWS, マイナビニュース，CBnews, 他．2022.6.10. 
2) 川嵜弘詔（司会）／金 吉晴，重村淳（出席者）：うつ病診療の Update アンケート・座談会，

PTSD と抑うつ．DEPRESSION JOURNAL Vol.10 No.3: pp11-15, 2022. 12. 
3) 金 吉晴：コロナで長引く心の不調 医療現場，ノウハウ蓄積で実績．日本経済新聞．

2022.12.27. 
4) 金 吉晴：PTSD（心的外傷後ストレス障害），知っておきたいこころの病気．厚生労働．2023.3. 
5) 中村誠二，石澤洋平，的場 亮，松原謙一，功刀浩，堀 弘明：特許「気分障害を検出する方

法」，特許第 7084580 号，2022 年 6 月 7 日登録，日本 
6) 関口 敦，船場美佐子：「感情の科学 “体”とつながる心の世界」．NHK サイエンス ZERO ，

2022.5.1. 
7) 関口 敦，井野敬子：「やせたい私」が嫌い 摂食障害のリアル．朝日新聞，2022.7.15. 
8) 関口 敦，井野敬子：摂食障害の小中高生急増 コロナ禍の影響も．共同通信，2022.10. 
9) 関口 敦，井野敬子：摂食障害疑い例にどう対応？ 日経メディカル，2022.12. 
10) 関口 敦，井野敬子：「医療ルネサンス」 ＜摂食障害 1～6＞． 読売新聞， 2023.2.20. 
11) 関口 敦，井野敬子：摂食障害の子どもの患者高止まり・・・保護者や養護教諭が気づけるサ

イン． 朝日新聞 withnews，2023.3.9. 
 
 

 


